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7月に入り、蒸し暑い日が続いています。九州地方をはじめとして線状降水帯の発生等で避難指示等が出される確率
が高まっているように感じます。携帯のラインには横須賀市から「避難所開設しました」とのメッセージが表示され、ど
うしようと迷うことも多くありました。また地震等も頻発し、特に山梨県の地震の際には緊急地震速報と同時に大きな
揺れを感じ、お仲間から「怖い」との電話をもらう等緊張する日がありました。自然災害が頻発する今こそ、災害に備え
ての準備を怠らないようにしたいと思います。

社会福祉法人を取得してから評議員会の中で、福祉の情報を確実に把握するためにも「福祉新聞」の購読を進められ
ました。早速に購読の申し込みをして早7年が経過します。今回の福祉新聞では横須賀市のエンディング・サポート事業
と市民後見人制度のことが大きく取り上げられていました。全国に先駆けて実施しているエンディング・サポート事業に
ついては多くのマスコミでも取り上げられ、この事業の立ち上げを担った横須賀市の特別福祉専門官の北見万幸さん
のことについてはご存じの方も多いのではないかと思います。

2015年に開始したこの事業に登録した高齢者への定期訪問の一部を市民後見人が担い始めたとの事。私も初めて
知りましたが、市民後見人は継ぎ目がないということで「シームレス支援員」と呼ばれているそうです。このシームレス
支援員が導入された背景には、今国会で成立した成年後見制度改革案があるといわれます。

身寄りのない、あるいは訳があり身内と疎遠になっている方が、自分の亡くなった後のことを支えるエンディング・サ
ポート事業の登録者は今後も増え続けていくと思います。横須賀市は市民後見人養成講座を横須賀市社会福祉協議会
が主催して養成をし59名の方が修了しました。中には市民後見人として業務についている方もいます。今回のシーム
レス支援員は、市民としてエンディング・サポート事業に登録している方に寄り添い、将来その方に後見人が必要になっ
たときは、裁判所が選任する後見人の候補として市民後見人を推薦する。そのために「シームレス」(継ぎ目がない）と呼
ばれる所以とのことです。

一般的に親族以外の後見人を探すことは時間がかかります。またその方の生活状況等の把握が出来ておらずその方
を支えるのにかなり苦慮されます。私たちのグループホームでも後見人を付けてもなかなか生活実態の把握までに時
間がかかる場合もあり、その間の対応に苦慮しています。特に障害の方はその障害特性の把握に苦慮される事例を多
く把握しています。

そんな「空白」を生じさせないのがシームレス支援員です。死後のプランの作成と生前の定期訪問が肝のエンディン
グ・サポート事業ですが登録者の増加によって横須賀市の職員は手一杯の状況です。そのために市民後見人に着目し
仕組みを作り上げました。以前当法人のグループホームで生活されていたOさんもエンディング・サポート事業に登録し
ていて、Oさんらしい最後の迎え方をしましたが、それでも知的障害のあるOさんの意向を十分にくみ取ることができ
なかったという苦い経験があります。

今国会で成立した改正民法による新しい成年後見制度は、必要な時に必要な範囲で本人を支える「オーダーメイド型」
を目指しています。シームレス支援は新しい成年後見制度を見越して2025年4月から10人で開始し、エンディング・サ
ポート事業登録者4人を一人で担当し3～4か月毎に様子を伺い、横須賀市に報告書を提出する。交通費等の実費は支
払われるがボランティアとのこと。頼れる身寄りのない高齢者や障害者の財産や権利を守り、最後を見届けるのは本人
の意思を複数の方がバトンリレーして尊重することが欠かせない。その仕組み作りはそれぞれの地域の今後の課題とな
るであろうと思います。この取り組みは生活困窮者自立支援法の相談事業の一部で国費も入っているとのこと。このよ
うな取組が全国に広がっていくことを心から願っています。 （海原・記）

横須賀市のエンディング・サポート事業と市民後見人

深蒸しのまろやかさに、抹茶のコクの
ある味わい。新しい仕入れ先のやぶ
きたが、毎日の一杯を豊かに。

200g

1,080円

社会福祉法人あまね
本部事務所

店頭販売中



なかま美術作品をモチーフにデザインされた商品ができました！
あまねオリジナル商品をぜひご購入ください。

販売場所：ともしびショップマリン（横須賀市役所内）・ワークハウスあまね

あなたの『笑顔の力』を試してみませんか

知的に障害のある方々が生活を楽しむためにサポートをする
お仕事です。
移動や外出の同行、身体介護（入浴・更衣・トイレ介助）や
生活援助（調理・洗濯・掃除）を行います。

【給与】時給 1300円
＊8時迄と18時以降+325円 身体介護＋200円

【時間】8:00～19:00 ＊都合の良い時間に1時間～ＯＫ
【資格】介護職員初任者研修（ヘルパー2級）
【待遇】交通費規程支給・処遇改善手当あり

賛助会にご協力をお願いします。

資源回収ご協力

ありがとうございます

5月実施分は14,829㎏
奨励金は59,300円でした

次回日程は確認してください

ふきんとお茶販売のお知らせ

誰もがかけがえのない尊厳をもつ存在。
様々な考え方がある仲間のおもいを大切に。

私たちは地域社会のなかで、障害のある仲間たちが豊かに
安心して暮らせるように、障害があっても、住み慣れた、
生まれ育った街で安心して暮らしていけるように、仕組み
を考え支え合いながら、進んでまいります。
多くの皆様に法人の取り組みへのご理解をいただき、賛
助会員として法人を支えるサポーターになっていただくこ
とを願っています。賛助会費は税額控除の対象になります。

少しですが製品もプレゼント

ヘルパー募集

蒸し暑い日が続いています。毎月(実施出来ない月もありますが）わくわくクラブでお菓子を楽しみながら茶道、仲間の
センスあふれる制作の美術クラブ、自由な書体で書く書道クラブ、健康的な運動を楽しむ体操クラブを実施しています。

7月 10日 （金） 資源回収 （池田・岩戸）

7月 11日 （土） 資源回収 （舟倉・久比里・若宮台）

7月 28日 （火） ひまわり交流会 （生活介護事業所交流会）

• 7月 予定

A4クリアファイル（4種 各350円全種セット1,200円）
A4トートバック（【黒・白】各2,200円）
サコッシュ（【ﾈｲﾋﾞ‐】1,500円）

左から：クリアファイル
：ト－トバック
：サコッシュ
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きょうされんふきん 
750円(3枚一組)

ご注文はあまね共同作業所まで
☏046(835）0723

静岡県牧之原台やぶきた茶
1,080円(200ｇ）

ご注文は法人本部事務所まで
☏046（833）4035
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